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「ドイツ刑事司法は近年、企業のリスクを孕む経営判断の妥当性を、背任罪の構成要件に該る
かという形で事後的に審査する傾向を強めている。このような企業コントロールの方式は、高度に
複雑な事実関係に起因して長引く訴訟期間やそのためのコストといった事実的な限界に直面する
と共に、各種の批判にさらされている。しかし、そうした困難は、いずれも刑事司法がいかなる場面
においても本来的に有する性質に基づくものであって、刑事司法がおよそ企業の経営判断に介入
すべきではないということを根拠づけるものではない。問題は、企業の経営判断の自由の刑法上
の限界線を見極めることにあり、その基準は、いわゆる『経営判断の原則（Business Judgement
Rule）』に求められることになるが、その判断に際しては、背任罪の構成要件要素である『重大な義
務違反』の内容を明確にし、この原則との関係が明らかにされなければならない。」 Saliger教授の
大意このような視点の設定に基づいて企業の経営判断への刑法的介入の限界を探る。Saliger教
授の議論には、構成要件の構造を異にする日本刑法上の背任罪の解釈問題としては直接適用
できない部分もあることが予想されるが、企業の経営判断に対する刑事規制のあり方を探るという
意味では有意義な議論となることが期待される。


